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く
ら
し
の
情
報

の
町
並
み
を
案
内
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。
今
年
は
、
町
並

み
を
中
心
と
す
る
歴
史
講
座
を
公
開

で
行
い
ま
す
。

　

町
並
み
案
内
に
興
味
が
あ
る
方

も
、
歴
史
に
興
味
が
あ
る
方
も
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時
／
毎
月
第
４
月
曜
日
11

真
壁
藍
保
存
会　

講
座
生
募
集

文
化
生
涯
学
習
課

生
葉
染
め
コ
ー
ス

・ 

開
講
日
／
８
月
２
日
（
土
）・
23

日
（
土
）・
９
月
２
日
（
火
）

※
１
回
ず
つ
の
単
独
コ
ー
ス
で
す
。

・
時
間
／
10
時
〜
12
時

・ 

受
講
料
／
３,
５
０
０
円
（
１
回
・

材
料
費
込
み
）

※
藍
の
生
葉
を
ジ
ュ
ー
サ
ー
で
撹
拌

し
汁
を
絞
り
、
絹
の
ス
カ
ー
フ
を
染

め
ま
す
。

絞
り
染
め
コ
ー
ス

・ 

開
講
日
／
９
月
10
日
・
24
日
・
10

月
８
日
・
22
日

※
全
４
回
（
第
２
・
第
４
水
曜
日
）

・
時
間
／
10
時
〜
15
時

・
受
講
料
／
１
０,
０
０
０
円

・
募
集
人
員
／
10
人

※
縫
い
方
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

模
様
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
縫
い
絞

り
。
基
本
的
な
縫
い
方
・
染
め
方
を

学
び
、
テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

作
成
し
ま
す
。

半
日
、
１
日
体
験
教
室

・
開
講
時
間
／
10
時
〜
15
時

※
ハ
ン
カ
チ
・
バ
ン
ダ
ナ
・
Ｔ
シ
ャ

ツ
な
ど
を
簡
単
な
絞
り
染
め
で
染
め

ま
す
。
初
め
て
の
方
で
も
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
作
品
が
作
れ
ま
す
。材
料
は
、

保
存
会
で
用
意
い
た
し
ま
す
。

※
料
金
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。（
１,
０
０
０
〜
３,
０
０
０
円

位
）

・
講
師
／
真
壁
藍
保
存
会
会
員

・ 

場
所
／
全
コ
ー
ス
と
も
真
壁
藍
工

房
（
桜
川
市
真
壁
町
下
谷
貝

４
６
５
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
真
壁
藍
保
存

会
事
務
局
（
文
化
生
涯
学
習
課
文
化

振
興
係
・（

58-

５
１
１
１
・

75-

３
１
１
１
、
内
線
３
２
２
３
）

市
長
と
語
ろ
う
！
「
市
民
の
日
」

秘
書
広
報
課

　

皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
反
映
す
る

た
め
に
、
市
長
と
語
り
合
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
話
題
は
な
ん
で
も
結
構
で

す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

■
日
時
／
7
月
23
日
（
水
）
９
時
〜

12
時
・
13
時
〜
16
時

■
場
所
／
岩
瀬
庁
舎
１
階
会
議
室

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課
（

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
１
２
６
６
）

※
次
回
は
、
８
月
25
日
（
月
）
大
和

庁
舎
１
階
談
話
室
で
行
い
ま
す
。

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
の
ご
み
収
集

へ
の
出
し
方
に
つ
い
て環

境
対
策
課

　

先
日
、
桜
川
市
内
の
燃
え
な
い
ご

み
収
集
の
と
き
に
、
ガ
ス
抜
き
を
し

て
い
な
い
卓
上
コ
ン
ロ
用
ガ
ス
ボ
ン

ベ
が
混
入
さ
れ
て
い
た
た
め
、
収
集

車
の
火
災
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
ロ
用
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
ス
プ

レ
ー
缶
な
ど
を
出
す
と
き
は
、
必
ず

大
き
め
の
穴
を
あ
け
て
完
全
に
ガ
ス

抜
き
を
し
て
つ
ぶ
す
な
ど
、
収
集
作

業
員
に
わ
か
る
よ
う
な
処
置
を
し
て

か
ら
、
指
定
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

事
故
が
発
生
す
る
と
、
ご
み
収
集

業
務
に
支
障
が
生
じ
、
市
民
の
皆
様

の
環
境
衛
生
の
保
全
に
も
影
響
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

■
問
合
先
／
環
境
対
策
課
（

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
２
２
８
５
・
２
２
８
６
）

真
壁
町
並
み
講
座
の
開
催

文
化
生
涯
学
習
課

　

「
真
壁
町
並
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

は
、
登
録
文
化
財
の
建
ち
並
ぶ
真
壁

募　

集

※
市
税
は
納
期
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く

簡
単
で
便
利
な
納
付
方
法
と

し
て
、
口
座
振
替
制
度
が
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

７
月
の

　

納
税
・
保
険
料

固
定
資
産
税　
　
　
　

２
期

国
民
健
康
保
険
税　
　

２
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　

１
期

納
期
限:

７
月
31
日
（
木
）

イ
ベ
ン
ト

時
〜
12
時

■
会
場
／
旧
真
壁
郵
便
局

■
講
師
／
文
化
生
涯
学
習
課
職
員

■
参
加
費
／
無
料

■
問
合
先
／
文
化
生
涯
学
習
課
（

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、

内
線
３
２
２
３
）
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お
知
ら
せ

　

真
壁
中
央
公
民
館
建
て
替
え
な
ど

も
含
め
た
（
仮
称
）
桜
川
市
多
目
的

複
合
施
設
建
設
事
業
に
つ
き
ま
し

て
、
昨
年
12
月
、
公
募
型
※

プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
に
よ
り
設
計
者
を
選
定
し
、

基
本
設
計
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

こ
の
度
、
基
本
設
計
の
計
画
概
要

に
つ
き
ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
く
、

次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

　

多
く
の
市
民
の
皆
様
の
出
席
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
開
催
日
時
／
７
月
21
日
（
月
・
祝
）

14
時
よ
り

■
会
場
／
真
壁
中
央
公
民
館
大
ホ
ー

ル

※
真
壁
中
央
公
民
館
駐
車
場
の
ほ
か

に
、
真
壁
高
上
町
駐
車
場
も
利
用
可

能
で
す
。（
無
料
）

■
問
合
先
／
文
化
生
涯
学
習
課
（
58

-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
・
内

線
３
２
２
２
）

※
《
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
》

技
術
力
や
経
験
、
事
業
に
の
ぞ
む

体
制
な
ど
を
含
め
た
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
（
提
案
書
）
を
提
出
し
て
も
ら

い
、
公
正
に
評
価
し
て
設
計
者
を

選
ぶ
方
法
。
選
定
後
か
ら
、
具
体

的
な
設
計
を
発
注
者
と
の
共
同
作

業
に
よ
り
進
め
ら
れ
る
た
め
、
発

注
者
の
要
求
す
る
質
の
高
い
建
築

設
計
が
可
能
な
方
式
。

文
化
生
涯
学
習
課

平成19年度収税状況・平成20年度徴収計画のお知らせ
◎皆様のご理解ある納税の結果３％の収納向上
をはかる！
　平成19年度の市税賦課額につきましては、税制改

正等により、約４億２千万円増税がなされ、税収の

落ち込みが懸念されましたが、市民の皆様のご理解

ある納税により、下記の結果を見る事ができました。

　このような、主な課税状況から昨年に比べ（平成

18 年 度 税 収 合 計 4,267,954 千 円 ／ 86.1 ％）

533,366 千円税収増加及び 3.2％の収納率の向上を

はかる事ができました。

　皆様の御協力に深く感謝申し上げます。

◎市税の公平な負担確保を目指して！（平成
20年度市税等徴収計画）

税　　目 調定額（千円） 収納額（千円） 収納率

市　民　税 1,887,830 1,824,255 96.6％

固定資産税 2,223,802 2,136,570 96.1％

軽自動車税 77,711 73,746 94.9％

滞納繰越分を
含めた税収全体額 5,376,692 4,801,320 89.3％

　平成 19 年度の市税収納額として約 48 億円の納

税額を得る一方、滞納繰越額については、486,915

千円と高い水準を示すことから、市では（以下の計

画により）一層の収納強化をはかり市税の負担公平

確保に努めて行きたいと思います。　

・市税（国保）未納催告状の発送（６月、11月中旬）

・ 差押え等滞納整理の執行（７月～３月県職員との

徴収強化班設置）

・ 茨城租税債権管理機への移管（９、10 月悪質滞

納者 20人程度）

・ 市職員による納税一斉推進（11月下旬）

・ 確定申告還付金の市税充当事務（２、３月）

　以上のような、市税等徴収計画を立てております

ので御協力をお願い申し上げます。

◎市税等の納税は安心・便利・確実な口座振替で！
　桜川市では昨年から「ウッカリをシッカリふせぐ

市税等の口座振替」をキャッチフレーズに市内各金

融機関に口座振替申請書を設置し、どの支所、機関

からも申込できるようになっております。まだ口座

振替をされていない方は、是非ご利用お願いします。

「
（
称仮

）
桜
川
市
多
目
的
複
合
施
設

建
設
事
業
」
に
係
る
説
明
会
の
開
催


